
２．防災行政無線の運用について
１．無線通信の原則
（１）必要のない無線通信は行ってはならない。
（２）使用する用語は、簡潔で語句を区切り、かつ明瞭であること。
（３）無線通信を行う時は、自局の呼び出し名称を付してその出所を明らかにすること。
　　無線の呼び出し・呼応
	呼び出し・呼応例
	無線局運用規則での対応

	　（１）呼び出し
①自局の呼出名称　　（こうふ１１１）　　１回
②から　　　　　　　（から）　　　　　　１回
③相手局呼出名称　　（こうふ１３６）　　１回
　（２）応答
①自局の呼出名称　　（こうふ１３６）　　１回
②です　　　　　　　（です）　　　　　　１回
③どうぞ　　　　　　（どうぞ）　　　　　１回
*ただし、統制局の応答の場合
①呼出局の呼出名称　（こうふ１１１）　　１回
②どうぞ　　　　　　（どうぞ）　　　　　１回
	（１）呼び出し
①相手局呼出名称　３回以下
②こちらは
③自局の呼出名称　３回以下
（２）応答
①相手局呼出名称　３回以下
②こちらは
③自局の呼出名称　３回以下


２．操作手順
（１）準備
　　　バッテリーチェックボタンにより、メーターの針が緑のゾーンにあるか確認（赤の
　　ゾーンの場合は充電）する。また、１チャンネルで赤色に点燈しているか確認する。
（２）受信操作
　　　電源スイッチをＯＮにして、スケルチつまみ（ＳＱ）を時計方向に回し、雑音「Ｍ
　　ＯＮ」ランプが消えた所にセットする。
（３）送信操作
　　　プレストークボタンを押しながら送信する。
　　　送信中は「ＴＸ」ランプが赤く点燈する。
（４）充電
　　　電源コードをコンセントに接続すると、電源ランプ（緑色）充電中ランプ（赤色）
　　が点燈して充電する。標準充電時間は２４時間である。
（５）選択呼び出し
　　　遠隔制御器を呼び出す場合のみ使用するもので、送信の前にハンドマイク上部のス
　　イッチを左か右に倒してから相手局を呼び出す。
３．簡単な使い方
（１）アンテナをつける。
　　バッテリーチェックは定期的にしておく。
（２）パワースイッチを入れる。
　　ボリュームは一応固定しておく。
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　　　　ＰＯＷＥＲ／ＣＨ
　　　　　　　　　　　　　　　　１　　　　２　　　　３　　　　４

　　　　　　　スイッチを押すと１に赤く付く
（３）マイクをとり
　①　茶色の部分を押す。ＭＯＮランプが赤く付く
　　　　　　　　　　　（雑音がないことを示す）
　②　茶色の部分を押しながら
　　　例　こちらこうふ５０（その学校の無線番号）　　無線番号５０は北新小
　　　甲府市防災本部どうぞ
（４）５Ｗ可搬型無線機
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